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津
軽
平
野
の
母
な
る
川
と
し
て
、
古
く
か

ら
地
域
の
発
展
に
か
か
わ
っ
て
き
た
岩
木
川
。
 

大
正
七
年
、
当
時
の
五
所
川
原
町
に
内
務

省
秋
田
土
木
出
張
所
岩
木
川
改
修
工
事
事
務

所
開
設
以
来
、
幾
多
の
困
難
と
闘
っ
た
岩
木

川
治
水
の
歴
史
も
、
今
年
十
一
一月
一
日
で
八

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
先
人
達
の
苦
労
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
治
水
・
利
水
両
面
の
整

備
推
進
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
午
後
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
ト

ー
ク

ラ
イ
ブ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
関
連
記事
2
ペ
ー
ジ）
 

ト

，
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五
砂
“
贋
フ
j
 回

収
の
看
板
を
寄
贈
 

三年間頑張 喰郎気を付けて、 
って留て《遣さい』 
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十
二
月
一
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
典
は
、
田
崎

忠
行
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
長
が
 

「改
修
工
事
は
苦
難
の
連
続
、
こ
れ
ま

で
頑
張
っ
で
こ
ら
れ
た
幾
多
の
先
人

た
ち
に
敬
意
を
表
し
た
い
」
と
、
岩
木

川
治
水
八
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
会
長
を
務
め
た
成
田
市
長
が
 
「岩
木

川
に
、
流
域
住
民
及
び
動
植
物
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
き
れ
い
な
水
の
流

れ
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
」
と
主
催
者

側
を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
治
水
事
業
経
過
報
告
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
治
水
事
業
に
貢
献
し

て
き
た
岩
木
川
改
修
期
成
同
盟
会
、岩

木
川
上
中
流
改
修
期
成
同
盟
会
の
二
団

体
に
、
早
坂
征
三
建
設
省
東
北
地
方建

設
局
青
森
工
事
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
午
後
か
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
 

「私
と
川
と
の
関
わり
」
と
題
し
た
ト
 

ー
ク
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
マ
ル
チ
タ
レ

ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
ダ
ニ
エ
ル

・
カ
 

ー
ル
さ
ん
、
俳
優
の
中
本
賢
さ
ん
、
テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
青
山
良
平
さ
ん
が

川
へ
の
思
い
と
そ
の
魅
力
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
語
り
合
い
、
超
満
員
と
な
っ

た
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
 

「地
域
づ
く
り
 
川
づ
く
り
、
そ
の
あ

り
方
を
探
る
」
 
をテ
ー
マ
に
岩
木
川

を
ど
う
や
っ
て
地
域
に
活
か
し
て
い

く
の
か
が
真
剣
に
討
論
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
 

＼
山石
木
川
治
水
事
業

／
 

／
 

の
沿
革
＼
 

岩
木
川
に
お
け
る
治
水
事
業
は
藩
政

時
代
に
ま
で
遡
り
、
岩
木
川
改
修
事
務

所
が
設
置
さ
れ
国
直
轄
の
事
業
と
な
っ

て
か
ら
は
、
数
々
の
改
修
事
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
 

以
来
、
水
戸
口
突
堤
工
事
の
成
功
や

目
屋
ダ
ム
の
竣
工
、
十
三
湖
左
右
岸
の

囲
続
堤
の
完
成
な
ど
少
し
ず
つ
治
水
の

安
全
度
を
高
め
、
流
域
の
農
業
用
水
の

安
定
取
水
と
津
軽
地
方
一
円
の
水道
用

水
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
未
だ
岩
木
川
の
治
水
の
整

備
水
準
は
低
く
、
平
成
九
年
五
月
洪
水

に
お
い
て
は
、
中
流
部
の
リ
ン
ゴ
園
等

多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、．流
域
面
積
に
比
べ
か
ん
が
い

面
積
割
合
の
大
き
い
岩
木
川
は
毎
年
の

よ
う
に
渇
水
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
津
軽
ダ
ム
の
早
期
完

成
と
中
流
部
の
無
堤
部
の
解
消
等
の
整

備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

「
世界
の
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
 

Fー
 
ー
 
ー

青
年
海
外
協
力
隊
員
ー
 

斎
藤
英
子
さ
ん
 

ネ
パ
ー
ル
へ
 

市
内
下
平
井
町
の
斎
藤
英
子
さ
ん
 

（
二五
）
が
国
際
協
力
事
業
団
の
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
に
行

く
こ
と
と
な
り
、
十
二
月
一
百
、
成
田

市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
 

「学
生
時
代
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊

に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
斎

藤
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
後
、
I
L
 

o
（
国際
労
働
機
関）
東
京
支
局
に
勤

め
て
い
た
才
媛
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
 
「村

落
開
発
、
識
字
教
育
な
ど
の
仕
事
は
も

ち
ろ
ん
男
女
差
別
が
激
し
い
と
言
わ

れ
る
ネ
パ
ー
ル
の
女
性
に
対
し
、
積
極

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
を
促
し
て
い

き
た
い
」
と
抱負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

世
界
人権
宣
言辞
課

湖
男
 

国
連
人
権
高
等
弁
務
官
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
手
交
式
 

十
二
月
二
日
、
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

に
お
い
て
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
メ
 ツ
 

セ
ー
ジ
手
交
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
五
所
川
原
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
の
対
馬
郁
夫
会
長
が
、
メ
ッ
セ
 

ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
手
渡
し
た
後
、
山

田
収
入
役
が
署
名
旗
に
署
名
し
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
と
人
権
思
想
の
普
及
 

・

高
揚
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
当
市
に
お
い
て
今
後
と
も
人
権

問
題
に
対
し
、
積
極
的
に
対
応
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
二
十
三
年

十
二
月
＋
日
に
国
際
連
盟
で
採
択
さ
れ

て
以
来
、
今
年
で
五
十
周
年
を
迎
え
、
 

そ
の
間
人
権
保
障
の
国
際
的
進
展
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
で
車
椅
子
を
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
渋

谷
尚
武
会
長
）
よ
り
狼
野
長
根
公
園
道

路
脇
に
設
置
さ
れ
た
空
き
缶
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
の
看
板
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
 

十
一
月
二
十
七
日
、
成
田
市
長
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
会
は
三
年
前
か
ら
空
き
缶
回
収
の

利
益
で
車
椅
子
を
購
入
し
、
福
祉
団
体

に
寄
贈
し
て
お
り
、
渋
谷
会
長
は
市
民

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

記念式典

フォーラム 
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十
一
月
十
一
百
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
 

 

議
の
花
か
こ
 

 

ー
ど
う
も
あ
り
が
ど
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
5
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十
一
月
二
十
六
日
、
市
働
く
婦
人
の

家
で
市
税
完
納
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
組

合
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
納
税
に
尽

力
さ
れ
た
六
名
の
組
合
長
、
優
良
納
税

貯
蓄
組
合
と
し
て
認
め
ら
れ
た
一
干
一

の
組
合
に
、成
田
市
長
よ
り
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
の
中
で
成
田
市
長
が
 
「市
税
は
市

の
財
政
の
中
で
重
要
な
財
源
。
納
期

内
完
納
を
勧
め
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

た
の
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
末

広
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
、
奈
良
俊
男
さ

ん
が
 
「納
税
は
市
民
の
義
務
、私
達
の

納
め
た
税
金
が
五
所
川
原
市
の
躍
進
に

活
か
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
、
謝
辞

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

（
順
不同
、
敬
称
略
）
 

◇
納
税

功
労
者
 

・
末
広
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

奈
良
 
俊
男
 

・

平
井
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

藤
田
 
正
幸
 

・

七
ッ
館
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
長

白
戸
 
義
勝
 

・

一
野
坪
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

対
馬
 
武
美
 

・

新
町
第
一
納
税
貯
蓄
組
合
長

野
宮
 
盛
夫
 

・

北
新
第
】
納
税
貯
蓄
組
合
長

鳴
海
 
実
 

◇
優
良
納
税
貯
蓄
組合
 

・

田
町
第
二
 
納
税
貯
蓄
組
合

（以
下

略
）
 ・
田
町第
一
・
新
町
・
柳
町
・
旭

町
・
平
井
町
・
柏
原
町
・
錦
町
・
幾
島

町

・
小
曲
・
松
島
町
第
二
・
田
園
町

・

湊

・
み
ど
り
町
八
丁
目
・
羽
野
木
沢
第

一
・
漆
川
・
朝
日
・
下
長
富

・
福
井
・

中
泊
・
川
山
 

子
ど
も
が
真
ん
中
の
 

地
域
づ
く
り
 

こ
ど
も
み
ら
い

・9
8
 

五
所
川
原
大
会
 

子
ど
も
達
が
育
つ
環
境
に
つ
い
て
地

域
ぐ
る
み
で
考
え
よ
う
と
、
県
児
童
環

境
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
県
、
五
所
川

原
市
な
ど
が
主
催
し
た
子
ど
も
の
祭
典
 

「
こ
ど
も
み
ら
い
 加
五
所
川
原
大
会」
 

が
十
一
月
一
干
一
日
、
二
十
一
百
の
両

日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
況
を

博
し
ま
し
た
。
 

一
干
一
日
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で

青
森
大
学
教
授
の
見
城
美
枝
子
さ
ん
が
 

「親
と
子
の
パ
ー
トナ
ー
シ
ッ
プ
」
 
と

題
し
、
四
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
自
身

の
奮
闘
記
を講
演
、
観
客
の
共
感
を
呼

ん
だ
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
わ
れ

活
発
な
意
見
交
換
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ひ
と
つ
の
お
弁
当
か
ら

何
倍
も
の
あ
た
た
か
さ
 

ひ
ま
わ
り
母
親
ク
ラ
ブ
の

ふ
れ
あ
い
弁
当
サ
ー
ビ
ス
 

ー
内
ひ
ま
わ
り
母
親
ク
ラ
ブ

（
藤
林百

合
子
会
長
）
に
よ
る
 
「ふ
れ
あ
い
弁
当

サ
ー
ビ
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会
が
七
年
前
か
ら
地
域

の
一
人
暮
ら
し
老
人
や
ね
た
き
り
老
人

の
方
々
に
年
一回
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
 

今
年
は
下
平
井
町
民
生
委
員
の
小
田
桐

教
さ
ん
、
高
杉
ふ
み
さ
ん
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、会
員
が
「
お
元
気
で
す
か
」
 

「風
邪
ひ
か
な
い
で
ね
」
と
声
を
掛
け

な
が
ら
、
 一
軒
一
軒
訪
問
し
て
歩
き
、
 

手
渡
さ
れ
た
方
々
は
笑
顔
で
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。
 

心
ま
で
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。
 

人
権
擁
護
委
員
 

対
馬
郁
夫
さ
ん
 

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
 

多
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域

住
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
 

・

高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
対
馬
郁
夫
さ
ん

が
、
十
二
月
十
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年

・
人
権
擁

護
委
員
制
度
五
十
周
年
記
念
式
典
の
席

上
に
お
い
て
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

対
馬
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

⑥
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
の
会
一
同
 

二

L
ク
キ
会
長
）
廿
三
万
円
。
 

章

成
十
年
度
「市
税
完
納
表
彰
式
 

襲
い
っ
も
明
る

い
完

納
家
庭
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平
成
1
1年
 

新
年
名
刺
交
換
会
 

総
務
課
 

内
線

4
0
2
 

〇
平
成
1
1年
1
月
1
日
国

1
1時
5
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
2
階
 

◇
会
費
 
3
、0
0
0
円
 
（
申
し
込
み
 

と
同
時
に
納
入
願
い
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
1
8日
団
 

〈畜
‘
込
先
 

市
総
務
課
 
内
線
4
0
2
 

五
所
川
原
商
天「
議所
合
（3
5)2
1
21
 

◇
主
催
 

五
所
川
原
市
・
五
所
川
原
商
工
会
議
 

所
・
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
 

組
合
 

災
害
の
な
い
安
心
な
『
活
力
あ
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
』
の
た
め
、
あ
な
た

の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0人
以
内
 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 
1
2月
1
5日
因
5
平
成
1
1
 

年
1
月
1
4日
困
 

◇
応
募
資
格
 

・

五
所
川
原
市
内
に
居
住
し
、
1
8歳
以

上
5
0歳
未
満
の
健
康
な
女
性
。
 

・

消
防
行
政
に
理
解
が
あ
り
、
消
防
団

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
女
性
。
 

◇
応
募
方
法
 
応
募用
紙

（
消
防署
受

付
に
準
備
し
て
い
ま
す
）
を
、消
防

本
部
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
業
務
内
容
 
主
と
し
て
火
災
予
防
の

た
め
の
啓
蒙
活
動
や
、
一
般
家
庭
（
 

の
防
火
訪
間
等
。
 

◇
待
遇
 

・

報
酬
と
して
年間
一
定
の金
額
を
支
給
。
 

・

消
防
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
出
動

手
当
を
支
給
。
 

・

女
性
消
防
団
員
制
服
を
貸
与
し
ま
す
。
 

・

そ
の
他
、
公
務
災
害
補
償
、
表
彰
、
 

退
職
金
報
奨
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。
 

※
平
成
1
1年
2
月
初
旬
に
、
消
防
本
部

に
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
採
用

決
定
は
平
成
1
1年
2
月
中
旬
で
す
。
 
 

有
資
格
者
は
も
れ
な
く
申
請
を
ノ

申
請
書
の
提
出
が
な
いと
き
は
名
簿

に
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ます
。
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
は

法
律
に
基
づ
き
1
月
1
日
現
在
で
行
わ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

は
「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
平

成
1
1年
1
月
5
日
ま
で
に
行
政
連
絡
員
 

（
ま
た
は農
事
実
行
組
合
長
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
「選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
」
 

は
1
2月
2
8日
頃
に
行
政
連
絡
員
（
旧
市

内
は
農
事
実
行
組
合
長
）
を
通
じ
て
各

農
家
に
配
布
し
ま
す
。
 

◇
選
挙
資
格
の
あ
る
方
は
、
昭
和
5
4年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
 

・

市
内
に
住
所
を
有
し
、
1
0ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
世
帯
で

年
間
6
0日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
、
ま
た
は
前
述
従
事
者
と
同
居
し

て
い
る
親
族
（6
親
等
以
内
の
血
族
、
 

3
親
等
以
内
の
姻
族
）
。
 

・

1
0ア
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い
る
農
業

生
産
法
人
の
組
合
長
又
は
社
員

（
年

間
6
0日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
。）
 

以
上
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方
で
支
 
 

雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

〇
屋
根
雪
や
屋
敷
内
の
雪
は
、
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
路
上
駐
車
は
作
業
上
支
障
が
あ
る
た
め
、
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
路
上
に
あ
る
車
両
乗
り
上
げ
用
鉄
板
等
は
、
事
故
発
生
の
原
因
と
な
る
た
め
、
 

冬
期
間
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
ゴ
ミ
は
指
定
日
の
日
時
、
場
所
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
融
雪
期
の
水
害
の
原
因
と
な
る
た
め
、
水
路
に
は
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〈雪
置
場
の
設
置
に
つ
い
て
〉
 

排
雪
し
た
雪
の
搬
入
場
所
と
し
て
、
例
年
ど
お
り
、
岩
木
川
右
岸
（
高
瀬
地
区）
 

に
雪
置
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
雪
置
場
ま
で
の
通
路
区
間
は
建
設
省
で

工
事
中
の
た
め
、
事
故
等
が
起
き
な
い
よ
う
最
徐
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
 

 

消
防
本
部
警
防
課
 

公
（
3
5)
2
0
1
9

内
線

2
8
 

女
性

消
防

団
員
募
集
 

     

     

農
業
委
員
会
内
線
2
4
1
2
2
4
3
 

 

農
業
委
員
選
挙
人
 

名
簿
を
作
成
し
ま
す
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「工
業
統
計
調
査
」
へ
の
 

り
カ
「
ー
 
、
ノ
ヘフ
H
l
l
]（
、1
 

幻
功一
 
0

」
オU
盾
堀
し
 

止
画
課

内
線
4
6
2
 

、篇竿ー I 	ン 
、ー電り麟旨 

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

ー
・

県
政
モ
二
タ
ー
募
集
 

青
森
県
政
策
推
進
室
広
聴

・百
人
 

公
庫
融
資
の
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
 

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

公
0
2
2
(
m)
5
00
3
 

で
 

ま
 

係
 

務
 

臨臨

蕪姦合 

臨時看護婦を募集します 

臨時看護婦（4名程度）を募集し

ています。社会保険・雇月羽呆険等は

完備しています。 

詳しくは、西北中央病院管理課庶 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
催
し物
 

変
更
の
お
知
ら
せ
 

 

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

〇
第
2
0回
お
ゆ
う
ぎ
会
 

1
2月
2
6日
田
 
開
演
1
0時
ー
 

、 “ ぷ”ビ’ 

1
2月
1
日
号
に
て
お
知
ら
せ
し
た
木
 
ォ
ル

テ
ン
シ
ア
小
ホ
ー
ル

造
北
保
育
園
の
お
遊
戯
会に
つ
い
て
時
 
※
木
造
北
保
育
園
 

間
の
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
あ
 

費
（4
2)1
2
2
8
 

五所川原市役所 合35 -2111 

遂
に
、
立
侵
武
多
が
そ
の
偉
容
を
墓
界
ド

ー
 

ム
に
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
1
2月
4
日
か
ら
6
日

ま
で
行
わ
れ
た
「輝
く
あ
お
も
り
新
時
代
 
活

彩
あ
お
も
り
大
祭
典」
で
ド
ー
ム
中
央
に
配
置

さ
れ
た
立
侯
武
多
の
、
そ
の
高
さ
・
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
た
観
客
か
ら
は
、
「大
き
い
」
「他
の

祭
り
を
圧
倒
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
感
嘆
の
声

が
揚
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
立
侵
武
多
の
他
に
も
、
地
場
産
品
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
五
所
川
原

を
関
東
圏
、そ
し
て
全
国
へ
と
紹
介
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
祭
典
の
様
子
は
、
広
報
1
月
1
日
号

で
詳
し
く
特
集
す
る
予
定
で
す
。
 

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

今月の立候武多最終回 
東京ドームに今、見参 

東京ドームに見参 
その圧倒的迫力で五所川原を全国へ 

5 	平成10年12月15 F 

通
産
省
で
は
、
工
業
に
関
す
る
施
策

の
基
本
資
料
を
得
る
た
め
、
事
業
所
の

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
方
法
は
専
任

の
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
密
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
正

確
な
報
告
に
ご
協
カ
く
だ
さ
い
。
 

〇
調
査
日
 1
2月
3
1日
困
現
在
 

◇
応
募
資
格
 
県内
に
在
住
し
て
い
る

満
2
0歳
以
上
の
方
。た
だ
し
、
議
員
、
 

公
務
員
、
行
政
相
談
員
、
国
や
そ
の

他
の
公
共
団
体
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
方
や
今
後
な
る
予
定
の
方
、
 
 

平
成
6
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
 

を
経
験
し
た
方
は
除
き
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
8名
 

◇
委
嘱
期
間
 

平
成
1
1年
5
月
 

5
平
成
1
3年
3
月
3
1日
 

◇
仕
事
内
容
 

①
ァ
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

（
年
 

4
回
）
 

②
県
政
に
関
す
る
意
見
や
提
言
の
提
 

出

（
随
時）
 

③
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
の
出
席
 

(
1回
）
 

◇
謝
礼
 
1
年
ご
と
に
記
念
品
を
差
し
 

上
げ
ま
す
。
 

◇
応
募
方
法
 
詳
細
は
お
電
話
で
お
尋
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

◇
募
集
締
切
 
平
成
1
1年
2
月
1
2日
働
 

川
年
1
1月
か
ら
「
緊
急
住
宅
対
策
」
 

に
よ
り
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
制
度

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
生
活
空
間
倍
増緊
急
加
算
の
新
設
 

年
成
1
1年
度
末
ま
で
）
 

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新築
（
土
地
融
資
あ

り
）
、
 分
譲
住
宅
、
建
売
住
宅
、
 

マ
ン
シ
ョ
ン
、中
古
住
宅
等
に
つ
い
て
 

・

商
平
方
メ
ー
ト
ル
超
 
助
万

円

鳥

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
 
知
万
円

※
共
同
住
宅
は
、
7
5平
方
メ
ー
ト
ル
に

読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
 

マ
イ
ホ
ー
ム
新築
（
土地
融
資
な
し
）
 

・
商
平
方
メ
ー
ト
ル
超
 
抑
万

円
 

・
商
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
 
即
万
円

の
よ
う
に
融
資
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

◇
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
の
改
善

政
策
誘
導
型
リ
フ
ォ

ー
ム

（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
、断
熱
構
造
化
工
事
な
ど
）
 

の
融
資
限
度
額
を
1
、
0
0
0
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
 

◇
中
古
住
宅
の
融
資
対
象
拡
充

融
資
対
象
住
宅
の
築
後
経
過
年
数
要

件
を
緩
和
し
ま
し
た
。
 （例

一
耐
火
構

造
の
場
合
、
築
2
5年
以
内
な
ど
）
 



建設工事 J薄響 （測量夢茎蕪覆警鷲 
供給業者登録受付 

市では、平成11年度に発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付一いたします

ので、次により手続きをしてください。 

◇受付期間 平成11年2月1日から月勾戎11年3月1日まで（土曜日、 日曜日及び祝祭日を除く）。 

◇受付場所 管財課契紅展周達係 ◆提出方法 持参又は郵送 ◆提出書類 次のとおり（各1部） 

く＞申請書の有効年度 〇建設工事ー平成11年度（市外業者の追加分は、平成11年度のみ有効） 

つ測量等（測量・建設コンサルタント等）ー平成11年度（ただし、市外業者は、平J戎11-12年
度有効） 〇物品等（役務の提供を含む。）ー平j戎11年度 

建 設 工 事 

青森県統ー様式又は建設省統一様式 
フラットファイル（A4 S型）に綴り込んで、フアイ 
ルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 経営事項審査結果通知書の写し 

（経営事項審査基準の改正後〈平成10年7月1日
施行〉のものに限る。また、次期決算日が到来し
た場合は、審査基準日〈決算日〉から7 カ月以内
に審査を受け、有効期間が満了となる前に、再度
提出すること。） 

2 工事経歴書 
3 営業所ー覧表 
4 技術職員名簿 

（市内業者については、技術職員に関する資格の証 
明書等の写しを添付すること） 

5 建設業許可証明書 
6 身分証明書（個人のみ） 
7 営業証明書（個人のみ） 
8 登記簿謄本（法人のみ） 
9 年間委任状（提出者のみ） 
10 ※納税証明書 

品 等（役務の提供を含む。） 

測量等（測量・建設コンサルタント等） 

建設省統一様式 
フラットファイル（A4 S型）に綴り込んで、フアイ 
ルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 測量等実績調書 
2 技術者経歴書 
3 営業所一覧表 
4 登録証明書等 
5 財務諸表類（1年分） 
6 身分証明書（個人のみ） 
7 営業証明書（個人のみ） 
8 登記簿謄本（法人のみ） 
9 年間委任状（提出者のみ） 
10 ※納税証明書 

※納税証明書 

1．本店が市内にある法人については、代

表者個人の納税証明書も添イ寸すること。 

2．支店及び営業所等が市内にある業者に

ついては、市の納税証明書も添付一する

こ二と。 

⑥申請用紙の頒布先 

・建設工事 

（社）青森県建設業協会 

雪 O 1 77-22-761 1 
件土）青森県建設業協会北五支部

合 O 1 7 3-3 5-243 8 
・測 量 等（測量・建設コンサルタント等） 

G土）東北建設協会青森支所 

容 0 1 7 7-34-7 7 54 
・物 品 等（役務の提供を含む。） 

五所川原市役所管財課 《申請用紙は無料

です。ただし、垂B送を希望する場合は、 

返信用多士筒（角 2 ）と切手（120円分） 

が必、要となります。》 

⑥申請書交付期間 平成11年1月 4 日～平局え 

11年 2 月26日（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く。） 

（注） 書類の不備なものについては、受不tいた

しませんので留意してください。なお、詳

しいことは、管財課契I約調達係（客35-2111 
内線473）へおI！りい合わせください。 

市独自様式 （申請用紙は、管財課にあります） 

添付書類 
1 ※納税証明書 
2 身分証明書（個人のみ） 
3 営業証明書（個人のみ） 
4 登記簿謄本（法人のみ） 
5 財務諸表類（1年分） 
6 年間委任状（提出者のみ） 
7 物品等供給業者カード 
8 営業に必要な資格等の写し 

（有資格者又は事業登録証明書など） 

年
賀
状
は
7
桁
の
 

新
郵
便
番
号
で
 

1
2月
2
4日
困
頃
ま
で
に
 

五
所
川
原

郵
便
局
 

1
2月
1
5日
同
よ
り
年
賀
状
の
引
受

け
が
始
ま
り
ま
す
。
 

大
切
な
新
年
の
ご
挨
拶
で
あ
る
年

賀
状
を
確
実
に
元
旦
に
お
届
け
す
る

た
め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・

郵
便
番
号
は
7
桁
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。
 

・

1
2月
2
1日
同
ま
で
に
、
遅
く
と
も
 

2
4日
困
ま
で
に
お
田
し
く
だ
さ
い
。
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冬
休
み
こ
ど
も
の
集
い
 

市
立
図
書
館
 
公
（3
4)
4
3
3
4
 

五所川原市役所 須ミ35-2111 7 平成10年12月15日 

第
3
8回
五

所
川
原
市
民
総
合
文
化
祭
 

県
下
短
歌
大
会
結
果
発
表
 

●

平
成
1
1年
1
月
1
0日
同
 

1
0時
5
1
1時
3
0分
 

市
立
図
書
館
2
階
 

◇
対
象
 
幼
児
5
小
学
生
 

◇
内
容
 
「
冬
の
お
話
」
等
の
読
み
聞
 

か
せ
や
ェ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
行
い
 

ま
す
。
 

※
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
会
 

場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
短
歌
会
（
関
喜代
栄
会
長
）
 

で
は
、
十
一
月
二
十
二
日
、
市
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
第
三
十
八
回
県
下短

歌
大
会
を
開
催
し
、
六
十
名
が
参
加
し

て
宿
題
A

「朝
」
、
 B

「空
」
、
席
題
 

「米
」
の
三
題
の
総
合
点
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
当
日
は
来
賓
と
し
て
菊
池
助

役
や
外
崎
教
育
次長
も
出
席
し
、
盛
会

な
う
ち
に
大
会
を
終
え
て
い
ま
す
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

「
，
い
‘
一
g
"
'
8
'
8
.
8‘メ
●
“
g
 

麟
億
局
か
ら
e
お
願
い
 

（敬
称
略
）
 

市
長
賞
・
蘭
菊
賞
 

藤
 
由
 
雄
（
五
所
川
原
市
）
 

市
議
長
賞
 

山
内
 

剛

（
車力
村
）
 

2 	1 
ノ」、イ立斉ィ立 

9
位
 
陸
奥
新
報
社
賞
 

菊
 
池
 
み
の
り

（
弘前
市
）
 

《
入
賞
歌
紹
介
》
 

◇
席
題
「
米
」
 

は
じ
め
て
の
籾
摺
米
を
手
の
掌
に
 

吾
子
生
る
る
ご
と
出
来
を
確
む
 

斉
 
藤
 
由
 
雄
 

◇
宿
題
A

「朝
」
 

生
む
こ
と
を
断
た
れ
し
友
が
朝
早
の

宿
の
ゆ
ぶ
ね
に
胸
乳
を
庇
ふ
 

小

山
内
 

剛
 

ト
ラ
ッ
ク
に
大
根
満
載
な
り
し
頃

発
珠
峰
よ
り
夜
明
け
は
じ
め
る
 

蝦
 
名
 
麗
 
子
 

◇
宿
題
B

「空
」
 

幼
子
の
員
紅
の
風
船
手
を
放
れ
 

高
く
と
ぶ
と
ぶ
コ
バ
ル
ト
の
空
 

黒
 
滝
 
秀
 
次
 

講
辻
麟
グ
審
し
ぎ
 

承
も
故
製

金
 

1
2月
2
0日
頃
か
ら
1
月
初
め
に
か

け
て
、ア
ル
バイ
ト
学
生
が
配
達
に
お

伺
い
し
ま
す
。
慣
れ
な
い
配
達
で
す

の
で
、
愛
犬
は
郵
便
受
け
箱
か
ら
離

れ
た
位
置
に繋
い
で
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

青
森
県
最
低
賃
金
は1
0月
1
日
か
ら
 

1
 

日

・
・4
、
7
1
3
円
 

1
時

間
 

5
9
0
円
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、家
族
手
当
等
は
算
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

3
位
 
教
育
長
賞
 

黒
 
滝
 
秀
 
次

（
弘前
市
）
 

4
位
 
商
工
会
議
所
会
頭
賞
 

蝦
 
名
 
麗
 
子
（
五
所
川
原
市
）
 

5
位
 
観
光
協
会
長
賞
 

桜
 
井
 
楓

（鯵
ケ
沢
町
）
 

6
位
 
文
化
振
興
会
議
会
長
賞
 

掴
 
祐
太

郎

（
黒石
市
）
 

7
位
 
五
所
川
原
短
歌
会
長
賞
 

野
 
呂
 
富
 
枝

（
五
所川
原
市
）
 

8
位
 
東
奥
日
報
社
賞
 

安
 
田
 
渓
 
子
（
青
森
市
）
 

働
く
婦
人
の
家
生
活
講座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の家
 
B
 
(3
5)
8
8
98
 

F
A
×（3
5)
8
95
3
 

各
教
室
と
も
、
受
講
料
は
無
料
で
す

が
材
料
費
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

〈百
人
一
首
に親
し
む
〉
 

ー
古
典
文
学
に
ふ
れ
日
本
伝
統
の
 

カ
ル
タ
遊
び
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ー
 

●

平
成
1
1年
1
月
9
日
田
 

1
3時
5
1
6時
 

◇
講
師
 
大
沢
寿
夫
さ
ん
 

◇
共
催
 青
森
県
労
政
課
 

〈
男
の料
理
教
室
〉
 

伝
え
継
が
れ
た
小
正
月
料
理
ー
 

●

平
成
1
1年
1
月
2
1日
困
 

1
8時
3
0分
5
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
白
川
ヤ
ッ
ェ
さ
ん
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
の
「
フ
ア
ーI
Iリ
 

ー
ス
キ
ー
場
」
が
1
2月
2
6日
田
か
ら
オ
 

ー
プ
ン
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
の

で
初
心
者
、
親
子
連
れ
も
楽
し
め
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

〇
ス
キ
ー
場
利
用
期
間
 

1
2月
2
6日
田
5
3
月
1
4日
回
 

〇
リ
フ
ト
運
転
時
間
 
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
 

ー
の
み
9
時
5
2
0時
ま
で
。
そ
れ
以

外
は
9
時
5
1
6時
ま
で
で
す
。
 

①
1
2月
2
6日
田
5
1
月
1
7日
回
の
期
間

は
、
毎
日
リ
フ
ト
を
運
転
し
ま
す
。
 

②
1
月
2
3日
田
か
ら
は
、
土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
リ
フ
ト
を
運
転
し
ま
す
。
 

③
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
は
、
土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
 

（
醐
 
 

萄
琳
薫
無
 

●
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を
 

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、自

分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る
た
め

に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち
ん
と
記

帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
経
営
内
容
も

正
確
に
把
握
で
き
、
事
業
の
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

所
定
の
簡
易
帳
簿
な
ど
一
定
水
準

以
上
の
記
帳
を
し
、そ
の
記
帳
に
基

づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
所
得
の
計
算
上
「
青
色
事
業
専

従
者
給
与
」
な
ど
の
有
利
な
取
扱
い

が
受
け
ら
れ
る
青
色
申
告
制
度
が
あ

り
ま
す
。
 

現
在
で
は
、
商
売
な
ど
を
し
て
申

告
し
て
い
る
方
の
半
数
以
上
が青
色

申
告
を
し
て
い
ま
す
。
 

青
色
申
告
で
記
帳
に
基
づ
く
正
し

い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
 



⑥年末年始、市の各施設は下記のとおり休業いたします。 

本庁・各支所・働 く 婦人の家 12/29 （火）~1 /3（日） 

三 	道 	会 	館 1 2/28 （月）~1 /3（日） 

歴 史 民俗資料館・ 旧 平 山 家 1 2/27 （日）~1 /4（月） 

西 	北 	中 	央 	病 	院 
（ただし、急患にっいては随時診療いたします） 

1 2/29 （火）~1 /3（日） 

1 2/28 （月）~1 /4（月） 文書館・中央公民館・市民体育館 

勤労者野外活動施設（狼野長根） 1 2/2 9（火）~1 /3（日） 

~ 

~ 

I 	 市水道事業所 

西北中央病院では、上記のとおり外来をクiく
診いたしますが、小児科のみ12月30日（水）と 

1月 2 日（土）、 8時30分から11時まて噌参療い 

年末年始の 
ごみ収集について 

年末年始のごみ収集は、12月31日（木）から 

1月 3 日（日）の期間、休ませていただきます。 

1月 4 日（月）より平常どおり収集いたしま

すので、イ木み期間中は絶対にごみを出さない

ようお願いいたします。 

⑥野里不燃物埋立地ノ＼のごみの搬入にニルvこ 

12月31日（木）から 1月 3 日（日）まで休みと

なります。 

◇問い合わせ 環境対策課 内線231 

~ 水道管の凍結にご注意をi」 

◇水抜き栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を留守＝にする時や就寝前には、必、 

ず水抜き栓・不凍栓のハンドルをしっかり止

まるまで閉め、蛇口をー杯に開いてください。 

◇電熱ヒーターの場合 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を

ボックスで囲む・ようにしてくたごさレ、。 

◇むき出しの管や、野外に蛇口がある場合 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温木才（毛布類・コモ等）を巻き付ける。 

◇軽い凍結の修理の仕方 

凍結したときは、露L日している管（保温筒

などは取り外す）や蛇口などにタオルかぞう

きんを巻き付け、その上からお湯をゆっくり

かけると、軽い凍結なら水が出るようになり

ます。  

たします。皆様のご協力をお願いいたします。 

水道修理の受不tは市指定水道工事店か、 ま

たは市水道事業所中央管理センター（TEL 
34-91 1 1) まて潟6申し込みくブどさい。 

西北五環境整備事務組合
からのお知らせ 

@）西部クIJーンセンター （稲垣） の年末年始 

の禾」」用について（TEL 46 一 2141) 
12月30日（水）、16H寺30分まで利用て三きます。 

また、 1月 4 日（月）より平常どおり業務を行

いますので、 し尿の汲み取りは早ゼ）に行って

ください。 

◇問い合わせ 西北五環境整備事務組合 

TEL 36一 3004 
ーーーーーーーーーーーー、 

☆注意☆ 直接熱湯をかけたり、直火を当て

たり、また電気を直接流す解氷などは、虫E 
口の破損や火災の危険があります。 	i 

※凍結防止のための放水はやめてください。 

水を出しっ放しにすると、 メーターが次第 

に上がり、春の検針精算の際、料金にハネ返 

り、思わぬ支出となります。 
l a 

五所川原市役所 合35-2111 	平成10年12月15日 8 
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加
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1
月
4
日
月
は
 

国
民
健
康
保
険
税
 

（
第
6
期
）
 

の
 納
期
限

で
す
 

花
と
あ
え
 

公
（
3
3)
9
8
6
5
 

M
A
Z
O
G
A
Mー
（馬
ノ
神
山
）
 

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
 

山
田
 
公
（
3
4)8
 8
（
ノ」
〔
ノ
ー
 

M
A
N
O
G
A
M
ー
運
営
員
会

斉
藤
 
公
（3
3)
2
4
8
5
 

五
所
川
原
消
防
団
 

出
初
め
式
 

消
防
事
務
組
合
 

公

（
3
5)
2
0
1
9
 

●

平
成
1
1年
1
月
5
日
因
 
1
0時
5
 

エ
ル
ム
の
街
 
東
側
駐
車
場
 

◇
内
容
 

団
員
に
よ
る
分
列
行
進
や
纏
ふ
り
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

、lH
「引
「
引
川
「

「J
 

赦
年
理
赦
年
頓
 

中
国
悠
久
の
健
康
法
、
太
極
拳
や
剣
 

で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
 

〇
練
習
日
 
毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
 

1
9時
5
2
0時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
年
会
費
 
5
o
o円
 

※
別
に
受
講
料
と
し
て
、月
2

、
0
0
0
 

円
か
か
り
ま
す
。
 

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

開
発
援
助
課
 
公
（3
7)
3
20

ー
 

●

平
成
1
1年
1
月
9
日
田
 

1
0時
5
1
2時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
 

※
当
日
は
、
ェ
ル
ム
広
場
集
合
と
な
り
 

ま
す
。
 

◇
内
容
 

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
の
原
理
と
製
作
を
、
 

親
子
で
協
カ
し
な
が
ら
体
験
す
る
。
 

◇
対
象
者
 

小
学
校
5
5
6
年
生
の
児
童
と
父
母
 

（
親子
で
2
0組
）
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
戴

イ
 

ノ
 

馬
ノ
神
山
か
ら漁
火
、
津
軽
平
野
を

眺
望
し
た
り
、
ナ
イ
タ
ー
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
 

初
心
者
向
け
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
キ
 

ー
コ
ー
ス
も完
備
し
て
い
ま
す
。
 

●

オ
ー
プ
ン
日
程
 
1
2月
1
9日
田

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
イ
ベ
ン
ト
 

X
マ
ス
・
ナ
イ
タ
ー
、
ス
キ
ー
レ
ッ

ス
ン
、級
別
テ
ス
ト
、M
A
N
O
G
A
 

M
I
ツ
ア
ー
、
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
 

×
 

き
ま
す
。
 

◇
参
加
費
・
材
料
費
 鉦 

恥ト 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

●

1
月
6
日
困
・
1
月
2
0日
困
 

1
0時
5
1
2時

・
1
3時
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
1
月
2
0日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
。
 

献
血
一
のご

案
内
 

●
1
2月
2
4日
困
 
1
0時
5
1
6時

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
西
側
駐
車
場
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
5
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
5
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

対象児 期 	日 

4 カ月児 

健 	診 

平成10年 

8月生まれ 
1月 5 日因 

1
6
健
 
カ
 
月
 
歳
児

診
 

平成 9年 

7 月生まれ 
1月26日因 

3 歳児 

健 	診 

平成 7 年 

9月生まれ 
1月21日困 

五所川原市役所 公35- 2111 9 平成10年12月15日 
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I 	えびと犬眼り●ラダI 
k

・×
・、
ソ×
・
【・岸
】・z

・z
・“
z

・写
“
 

h占
・
【
・

z
L
 

材 料（6人分） 

え び 	12尾 

大 根 	2009 

青じそ 	6枚 

たらこ 	1 /2腹 

クリームチーズ 709 

レモン汁 	少々 

冬においしい大根を

生野葉でいただき、ビ

タミンCをたっぶり取

りましょう。 

おいしく作るポイン

トは、大根のシャキシ

ャキ感です。大根は、 

ごくごく細いせん切り

にして、水にさらし、 

パリッとさせるのがコ

ツです。 

  

く作‘J方〉 

①えびは背わたをとつて洗い、塩ゆでにして冷

ます。 

②大根はできるだけ細いせん切りにし、水につ

けてパリッとさせ、青じそも細く切って水に

さらす。 

③たらこは切り目を入れて身をこそげ出し、ク

リームチーズ、レモン汁を加えてよく混ぜる。 

④水気を切った②とえびを盛って③をかける。 
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擁瞬舞医 

No.8 

夫婦で青年農業士にチャレンジ 
良
く
す
る
に
は
 

自
分
で
や
ら
ね
ば
ま
い
ね
／
 

金
谷
 

勝
さ
ん
 

ー
高
野
廿
 

※青年農業士とは、地域農業や農村生活のI) 

ーダーとして指導的役割を果たしている農業

一 者を認定することで、その自主活動を促進す 

’ る制度です。 

今回は津軽産直組合役員、農業委員を務め、 

また夫婦で青年農業士にチャレンジするなど

地域農業振興に積極的に活動している金谷勝

さんを紹介します。 

一冬場は、どんなお仕事をしていますか

産直組合でリ ンゴジュースの加工をやって

います。 今年は県の補助で缶ジュースにする

機械を導入し、 1万5千箱、 20万I)ットル

を生協に出荷しています。 

他にハウスでほうれん草を作っていますが

こちらは妻に任せきりでトすね。 

ー農業を志したのはいつ頃ですか 

高校時代から継ぐ意志はありました。 21歳

の時に結婚したら、22歳で経営を任されてし

まったんでトすよ。 「自分で雪つってみろ」 と。 

一 	それでもなんとかやれたあは、若い頃から 

' JI亡しいにもかかわら・ず研修会に出してくれた

両親のおかげでしょうか。 人の話は勉強にな

りましたよ。 特に感銘を受けたのは、東京で 

2週間みっちり研修したときですね。 農業」以

外にも社会一般のことを勉強してきて、それ

までの考え方を改めさせられました。 自分でト

やらなければ、率先してやらなければとね。 

けれど、 それもみんなの支援があってこそ

で、周りからは助けられています。 

ー金谷さんにとって農業とは 

いろいろな事を考えて迷ってしまいますね。 

だけど、収穫して、 どうやって売るか考え、 

お金にする。 他の職業では考えられない、 I 

人何役もこなすところでしょうか。 自分でや

った分だけ返ってくる。 考え方一つだけど、 

それが農業の魅力なんじゃないかな。 

このコーナーでは、市内で農業に従事されと

ている方々にスポッ トを当てて、厳しい状う兄

下にあると言われる今の農業を応援します9g・ 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

12/20 日
  

永田小児科内科医院 五所川原市大字吹畑字藤巻113-5 34 -56 11 

12/23 水
  

(Ix)t1ff購命病院 五所川原市字一ッ谷160 34-3315 

12/27 日
  

佐藤仁●附剛耕医院 五所川原市字田町120 35 -63 11 

※1‘対応時間（電話で確認）午前 9時から午後5時
まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内丑34-4999）で

紹介します。 
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